
 

 

 

 

第３学年 道徳科学習指導案 

１ 主題名「それぞれの立場や価値観を認め合う」（内容項目：Ｂ-９ 相互理解、寛容） 

２ 教材名「しあわせ」（出典「新訂 新しい道徳３」東京書籍） 

３ 主題設定の理由 

相互理解を深めるためには、自分の意見や考えを伝えることは欠かせない。自分の考

えや意見を伝えること、そして互いの個性や立場を尊重し、広い視野に立って、いろいろ

なものの見方や考え方があることを理解しようとする態度を育てることが、よりよい人

間関係を構築するためには必要であると考え、本主題を設定した。 

本学年の生徒は、単一学級であり、ほとんどの生徒が幼い頃からの付き合いである。

そのため、ほとんどの生徒が互いの個性を理解している。しかし、長い間変わらない関

係性により、周囲と違う意見や考え方に抵抗をもつ生徒が多い。話し合いで何かを決定

する際には、自分の意見があっても、とりあえず周囲に同調してしまい、安易に人の意

見に合わせてしまう様子が見られる。 

本教材は、給食の好き嫌いや幸せを感じるものは何かという意見交流を通して、登場

人物がものの見方や考え方の多様さについて理解を深め、自他の幸せの実現について考

えを広げる内容である。指導に当たっては、個性とは何かについて正しく理解するとと

もに、自分の考えや意見を伝えること、そして互いの個性や立場を尊重し、広い視野に

立っていろいろなものの見方や考え方があることを理解しようとする態度を育みたい。

そのため、導入では高校入学後の自分をイメージする場面を設け、自分事として新たな

人間関係の構築について問題意識をもつことにより、相互理解を深めることや、寛容な

心をもつことについて考える必要感をもたせる。また、展開の「自己を見つめる」学習

過程において、導入の流れを生かし、生徒が教材から離れ、これまでの自分の経験やそ

の時の感じ方、考え方と照らし合わせ、相互に個性や立場を尊重し、よりよい人間関係

を築いていくための具体的な身構えをもつことができるようにする。 

４ 本時のねらい 

登場人物の考え方や意見について考えることを通して、自分の考えや意見を伝えるこ

と、そして互いの個性や立場を尊重し、広い視野に立っていろいろなものの見方や考え

方があることを理解しようとする道徳的態度を育てる。 

５ 本授業のポイント 

 

 

 

 

 

 

「自己を見つめる」 

を重点とした道徳科の授業づくり 

①導入で、転校生が来る場面や高校入学後の自分をイメージすることにより、価値観の異なる他者

とよい人間関係を築いていくために大切なことについて、自分事として考えられるようにする。 

②展開で、１人１台端末を活用した他者参照を行うことにより、多面的・多角的な視点から相互理解

を深めることや、寛容の心について考えを広げられるようにする。 

③展開で、これまでの経験や気持ち、考えを伝え合うことにより、安易に同調するのではなく、新た

な人間関係を築き、よりよく生きていくための具体的な身構えをもつことができるようにする。 



６ 本時の展開 
 学習活動 ○主な発問 ・予想される児童生徒の発言 ・留意点 ☆評価の観点 

導 

入 

１ 価値観の違いに気付かせる 

 ○ この転校生を、みなさんはどう思いますか。 

  「私は、見渡す限り自然しかない、この地域で美味しい食

べ物を食べることが楽しみです。ただ、サケもイクラも美

味しいと思ったことはないです。」 

・トゲがある。 

・仲良くなりたくない。  

・いろいろな考えがあるな。 

２ 課題をつかむ 

・仮想の転校生の自己紹介を

聞いて、どう感じたかを交流

する。 

・同じものでも、人によって感

じ方が異なることを認識で

きるようにする。 

・高校入学の４月をイメージ

することにより、今までとは

異なる新たな人間関係を築

いていくことについて、自分

事として問題意識をもつこ

とができるようにする。 

展 

開 

３ 範読を聞いて、登場人物の気持ちを考えさせる 

 ○ タマゴマンは、自分の苦手な料理を喜ぶアナゴマンに

対してどう思っているだろう。 

  ・あんなに美味しくないのに！？ 

  ・私にはない感覚だ。 

  ・美味しく食べられてうらやましい。 

 ＜ロールプレイ＞ 

・自分の好きなものを否定される場合と、受け入れてもら

える場合とで、どのような感じ方の違いがあるか。 

４ 相互理解を深めるために大切なことを考える 

 ○ 自分と異なる考えや意見をもっている人と分かり合う

ために、自分ならどんなことを大切にしますか。 

  ・相手の意見を聞くことが得意だし、大切にしたい。 

  ・話すことが好きだから、自分の考えや意見を、相手に受

け取ってもらえるように伝えるようにしたい。 

  ・それぞれ考えが違うことを知っておく必要がある。 

  ＜ロールプレイ＞ 

  ・自分が自己紹介をする場合と、新たな友達の自己紹介を

聞く場合において大切なことは何か。 

５ 自分と異なる他者を認めることについて考える 

 ○ 考え方の違う他者を受け入れ、理解し合うことができ

ると、関係はどのようになっていくと思いますか。 

  ・ケンカや争いが起こらない。 

・居心地のよい関係がつくれる。 

・登場人物の気持ちを考えな

がら範読を聴くよう促す。 

・「自分の好きなものを否定さ

れたらどんな気持ちなるか」

などの発問により、自分とは

違う感じ方や考え方を受容

することの大切さに気付く

ことができるようにする。 

・班による意見交換及び１人

１台端末を活用した他者参

照を行い、多面的・多角的な

視点から、相互理解を深める

ために必要なことを考えら

れるようにする。 

☆お互いの考え方を認め、相手

の個性や立場を尊重するた

めに必要となる具体的な身

構えについて書いたり、伝え

たりしている。（発言・ワー

クシート） 

・ロールプレイを通して、自分

の個性を伝えたり、相手の個

性を受け入れたりするため

に、今から準備することので

きる具体的な身構えについ

て考えられるようにする。 

立場や考え方の違う人と分かり合うにはどうしたらよい

だろう。 



終 

末 

６ 本時の学習を振り返る 

 ○ よりよい人間関係を築いていくために、大切だと思っ

たことはどのようなことですか。 

・それぞれ考え方が違うことを当たり前だと思って、話題

を考えたりする。 

・何でも相手に合わせるのではなく、自分の考えや意見を

伝えていくようにする。 

・相手の立場に立って考えて行動し、お互いを理解してい

こうとする気持ちが大切。 

☆それぞれの見方・考え方の違

いに気付き、自分の考えを伝

えることの大切さや、自分と

は異なる考えを理解してい

くことの大切さについて書

いたり、伝えたりしている。

（発言、ワークシート） 

 


